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　　！’・．第1．5回宇宙開発委員会定例会議議事要旨　　　　　　　’

　　1　旧　時一昭和44年8月6日（・水）　午後2時～4時’，

　　宗　場●所’．科学技術庁第2会議室　　．　　．　・‘

　　　　　　　　　　　　　　　ズ　ノ　　3噛議題（1）前回議事要旨の確認　　　　　　　、

　　　　　　　②日米技二三について♂　　　　　1．
．　　（5）縮開購業曝立委員今の発足や硲℃

　　　　　　　．．（4プ，宇宙開発事業団法施行令について，

　　　　　　　（5∫貝ケット打上げ実鹸計画について’．

　　1　　∫　（6）その他㌔，臨’　．．㌧

　　’4，・出席者．＿　　●、＼∫　・　1　　　　＼

　　　　　委員長代理・　山　県・昌央　　　’、　一・ご

　　　　　委　耳，関　義・長1
　　　　、．〃　．、大野勝’三　．．　．　．，1
　　　　・関係行政機関職員’．一、一ご　　㍉．一．

　『　　　　内閣総理大臣官房審議室長（代理3大臣官房正忌室
　　　　　　，一，）’　　　　紙　　・　　　岡ご野・英雄）

　　　　　　科学技術庁研究調整局母　　 石川晃夫
、　　　　：科学拉術庁研究調整局宇宙開発参事官

　　　　　　　一ご　・・＼　一．　’・加’藤博男

・　・群技術庁研究離塁宇宙開発課長蘭．ψ重道
　　∴ノ宇宙開発推進本部総括開発官・た1三一田泰弘．，

　　　　　　外務省国際連合局外務参事官（代理：国際連合局科学課
　　　　　　　　　．ヤ　　’∫　　’　・　長　　矢甲部厚彦）

／，＝：　∫　・．　．・　　　　＼．・一

　　　　　　　　　　　　　　　　　ズ

　　　　文附糊局騨（代理3柳葉騨急騰

　　　東京大学宇宙航空研究所教授　 玉木章夫
　　　通商産業省士業技術院甲羅部長（代理：総務部総務課

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　若林　俊一郎）

　　　適省‡『官房参事官（惚大臣官零副集策整画裏）

　　　　気象庁三野蔀長（代理3気象研究所総務部研究業務課、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中　村　　　繁）

／　　　海上保安庁総務部長（代理3水路部回暦課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　崎　’・昭）1
　　　　鉱省電濫理局燕官ぐ代理3畷魏三三欄査課

．．　　　　　　　　　　　　　　　中条晶、雄），，

　　　　盤面理嚇翻轟轟電灘心墨．

　　　　建設大臣官房技術参事官（代理9大臣官房技術調査室
　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　碇　　　公男）．、

　　　事勝局，　　　　　　／
　　　　科学技術庁研究調整局宇宙企面課長，

　　　　ン　㌦ノ　　　　．　　．　堀之北，克・朗他

　　委17－1　第16回宇宙開発委員会定例会議議事要旨

罫＝1亀

　　委17－47宇宙明発事業団殺立委員名簿　　　・，

　　委17つ宇宙開発事業団即行令・　，：一

　　委171「φ昭和44年8’9肺rケシト批げ騨一覧，
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　　　　　　甲委17－7，第8回ロケツ｝打上げ実験について

　　　　　6　議事要旨．

　　　　　　（1》前回議事要旨の確認

　　　・　　　’「第16回宇宙開発委員会定例会議議事要旨」が確認され一

　　　　　　　た。　　　　　．、

　　　　　　②．月給技術協ガについヤ

」　　　　　　　　外務省国際連合理科学課矢田部課長から日米技術協力問題．

　　　『　に関する緯縞鉢年7丹5」餅米両国回船奪撚
　　　　　　　一才tた李換公文につき説興が行なわれたのち委員力芝の質問に

　　　　　　　対し、次の妨裸足説嚇あった1㌦，1…，・二

　　　　　　　⑳この書鮫換ρ後も㍉日興国四脚紳て早舞P・、

　　　　　　　　に関する文書につきく両国政府間で打合甘が必要となろう。

’　　←）米国から導送れることとなる蹄はいわゆる・．

　　　　　　　、⑳蜘細蟹のとなつやるカミ解発討照降め

　　　　　　　　るため具体的な導入可能の技術及び機器を凍める場合に：はし

　　　　　　　　米国側と事前た話し合うζとヵ泌要脚ちうρ・、

　　　　　　（3プ宇宙開発事業団殺立華鼻会の発足について　F㍉

　　　　　　　∴糊支術庁研究関聯宙麟調山課長から轄開発事
　　　　　　　業面設立委員会の発足について説明があρた。

　　　　　　（ダ宇宙開発事業団法施行令について　・一　’G

　　　　　　　　群獅庁碑離平野開辮寒山謙恥ら霜開脚
　　　　　　　業団法施行令について説明があ禁のち委員の質閂回して・・

　　　　　　　次のような補足説明が行なわれた6　　．　　・　　て

ア

　○’この施行令によって国立又は公立の大学の教授等も躯業

　　．団の非常勤役員となりうることとなρた。・

⑤㌧’ロケット打上げ実験計画について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一科学技術庁研究躍樽宙醗課園団長力∫ら・ケット打

　上げ実験に至る経緯につき説明ののち、宇宙開発推進本部一

，黒曄括開発官から昭和44鞭・ケット打≠げ実験計画
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　　調和を図りづっ開発を進めた“と考えている。今回の日米」
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　　り、一開明が一層平準される’ものと考えるq二

　②東京大学宇宙航空研究所は今回L－4回忌・よびし－4S
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に蘭すろ禰麗薯重辱な三滝を蒙飛レ、回盲嵐発に嵐づろ零望に応える6

のである．

2。研禿肉暮

（／允縮山繭に附る～醗

　’～イ）筆工難鍼脚磯部翫臨捜’勧舗撮儲験編細る

　　　よう7ま婁F螢i徽ンユ三レーシヨ）く才気術の写国立差三ノよ」ク》‘ジ、4寺にニイ・オン

　　・・ケット用興炉艇鰭願忽ペースチ±ン・ぐ一姻癌循
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ド・ス lゴウ禰鰍帳難解ラ船⑦ド・ズフりユ紛
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　’循による誤差．乞取り1除くなめ0制御システム’1てつ乙，ての禰挺セ循なう、

この擁逸に←て1嬉四駅の大蜥鰍にこφ蜘シス

　テムを致りつける。り

（2痔二面三殿鎌置の硫，　’』
　　表面粗さ計翻些した研削量1な．組さ身〃直経回向出癖〃真直推・

力嫌謎れて9存いと圏・う難卓があ多の乙コー．ヒレン随糖より・

’



ノ

．●

●

6

O

’

■
●

尋　　　　　　　　　　1頑 前牙震ぞ鞭
耶和4ダ茸及

�Z奪求顧

専宙肉発季三会
a
@
完
　
額
一

啄ヌぐ法嗣．．民業計湧いちよぴ積算基徽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一つ　腎

◎　　　　　　　　　　　　　　　　　艦
、

’

’

　　　　　　　　　　　　　　噂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7」

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●X劃細粒利肌如イド鐘に’よる移を弄回した測融距祈
－ 涜立行なう．　　　　　　！

、

●

■

大出ノルーザ咳光源に債町る’と∫量三三の測三法瞬縞燃

． ●

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7

4
｛

　

　8
　℃

1；3鰍参陣　　　　　　　　　一
u

一
l
f
i

i々プ糊の鰍磁心の礪　　　　　・

職鼠訴・養．

該鹸研魔豫．

■

＼

／

9〃

9；9／．〃

　　　4嫁ノ劾・ら4揖巌ヨぞのぶ茸計重

（名）非掠面面績戻挨油点置の点出

　　　44茸皮力・ら4揖廃初2茸計琢

ム嶺纂基譲ト’

　侍別研難貨

　備　岳・萱　…　　　　　，’・

　　　研濤『論り御ラ・ズトセツト．　　．

　　　碑面榊羅’・．．、．

　　，禰鯛ダ確モン跡砂　　』

　　　楠正版甲祈蘇皿

．9”

£フ，‘ク〃

こ！〆）

r



3

℃

σ
’

噸　’

　　，
F　　　　　　　　　頑’　　　　　　　　　　」、 前回廣そ算額

郎湘4欧年三

O三辱束顯

専勘蕩発尋融

ｸ　是　顧

●三三導旨、章業計1邑’．みよび積算基複　　　1

、

，
勘〒

@4
須田岳凌　　　　　　　　　　　　　　3〃　　　　　　　　　　　　　　　ノ

一

琴熱司《料　　　　　　　　　　　　　　．’〃

雑彼務賞　　　　　　　　　　　　　　　4〃

　　　　7

堰
G ’

●

　　　9C　　0　　　　　　曽

A

　　　　〆

C

」

　　　一
@　　　　　’

潤@　　　　　　　　　　O

●　　　　【・

6

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

@　　　●
覧

「

，

一 o

b

ノ

’

、

h　　　　　　　　　　、

，　，

　　o
ﾝ　　　　　　　　　　　　　　　、

〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　レ

’

（ルノ

ー「



り

／

●

t

昭和4∠卜年8月i3日

　　乙



■
ρ
●

．
●



σ

●　●

’●
●

9

■

’

参考
専宙蘭係経貨（穿窃由愁岡係経回を除く）の編算単末

孝’　　　　　　　　要 前年皮尋三三
　　　　●
W準寺算額

　　　e1新規穿未顯

豫ボ辱旨．寺業計画、南よが二三基礎　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　　　●
^離島の肛三沢欝ρ嫡躍賞

　‘干円1
?X2ラ，

　．（干国）噛（倉9ウ¢

　　　　艦
l工二四肌て嘱鯛量のと．ど’微磁劾樺雑翫ラ叢レ

．，

＃ら嫡嗣磁購翫の齢匂ぜかる。まな・鯉回り返し‘コ　　　　　　　　　　　r　　　　　「噛

、　　　　● ．つで・ヨ本列勲二二腕：融プ引　，

ま魚＝勘の働幅謀と焔厳齢舅二三廠肋メ砿屈卿帳
～

を三三う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　9O三旅，費　　　　　　　　　　　　　　一 　　　　6
E　　　∫’一．． 44庭

畠
測
量
放
貧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霞
　
　
、

『蒋　　　　賛‘，
♂　　．

一．

@；

「　　　　、

@　　4ク29

，●

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

’

亀

2・魏遡丁丁の整締　　　　　　　　　　　　　　o噸
・辱 ｴ夕’

＝

・23ヒ2クノ 三三にひ勲ザき・厚躍騨1三三禮轍徹うとと台に燭

’

二 旧記駅ある獅駒綿導七三鰯．
9 一入二三二三鏡二二』 @　　伽“千三．

ゼ

嘩帥鵜ラー嚇　　　お島　　・
ヂ

’

繊距離測達隷　　　　　　　　・　9’〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

鍛・　恩’．栽　　　　　　一　　　　　〃〃　　　　　　F

’

一 ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　曹

♂団鎚観測河の肇侮　　’　　　　　　　　　　　　　　　一 ；　　’

@　〃
樽 3〃ク〃 繍星測地翻纏奉薙イピずる劾七三即二二観ラ靴カバ

．　　ら

えて岩手県下弓測施表三編つる．．
一．

｡P一
ρ

ρ ’

，

騨， σ》訴ノ94
　．@　　　計 、　2a番ゐフ －艦

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　曽

．　ζ

』　一　　～七～，’
●　　幽

、

＼



　『u
’

’

亀　雪職　脅、

…●

｝●

嶋

」

匙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
．．＿、．＿＿～＿．＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿匹＿一＿＿＿＿一．＿＿一＿・一r一餉一一一一一一　噂一
　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ご門一÷；：　三

」

藝
欝
還
興
撃
墜
雫
紙
よ
ヒ
・

驚
き

購
）

「

｝」　．‘　，　i　一，

　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ睾
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申

r　　ゴ．1
　　　　　　ロ　　　　けヨ　　　　マ　　　　　　　　　ぢ

　　＿‘　＿

　　　即納知設計
　　’耀作

　　　㌍’蓬」｝・う・乏キ7

　　　、雲ズテAの籍ア励

　　　　　　　▼　　　，　　　　　　　　　　　　酬●一▼74　胸幽ρ幽

声答・・、　　　　！＿　　　．＿

　　、朔、、

　　　　し．一

　　　　5

　　、
　　　　　2　　　　　　　1

　1　　　　　『一　　　’

　　　　ψ　　　　凹　　　　　　　　　o　　，　　　‘r■‘

　　し　　　　　　　　　　　　　　も呪．

　　ニ　　　　　　　　　　

　　　非細下洗東按

　　　二黒嬬拓
1嚇 @　丙1　　一9　　一‘一貞一’

ト　　　　　　　　　　　　マ　　マ　　ハサ　サ　　モ　　　　ワ

　　：
ヤ　　　 ∵一・・一一1　・一一1・’・←一

　　　　　　　　しし

ジ　翁麟娠厨虜三一
　　　め逝究　　．、

二＿一二ー1　　　　㌦

　　　お　　　セ　　　ノ　　　　　リ
　　リ　　　　　　　　ゆ　セ　　　　　　　　サ　　　　　　　 の　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　盲．．一目一ド　Σ＿＿＿

　　　　　　　　量　　　i一

　　　　　占　　　　　　　　　　1

　　　　亀　　　　　　　　　し　　　　　　　ノ　　　　4

　　　　炉　　　　　し　　　殉　　　　　　一卿

　　　　　iつ

夕　　6　　ク

　　　　　　　且　　　　　　　　　　　　　　　　一．

　　　　　　　願
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

　　　　　多銑耀…・塑¢ヂ6レ〉ズ！系

＿二＿鄭葦苛瑠

ロ

一
凸
／
、

ほ

一
・
た

…

∴
’
ノ
い

一
　
　
’

岬
　
　
　
　
　

、

一
　

一

　
　
　
｝

穀
〃．

与
　
戸

畢

4
フ

一
4
　
一

7
　
8

　　　　　　サ

．∴↓拶

　1一　＿・

・
彦
ρ
：

ら
イ
ー

ハ

ナ
今

一
陶，

4
ダ

一
∵
　
ク

一
　
．

，
、
一

　
！
ρ
－

ネ軍6レシズ咳勢縄翻．

　　　ヨ
ネ審乞レ以・・該や子

弟球面潴票豊
幌フ鰯ムカ∫瞬’

”千レ勇禅・潮も砿

　　　　　ま’虚

　　　　　　　　　濠・主

．二．

　一」　”u「

oρo

r

主多露才髭毫多う

多多乞成形厨戸

学ユ星｝・ラキング’

3ズア畠伽碗

逆鵬勤塁2郷私φ‘摩

・赫「勿ヴ乍）戎

　　　　　1’　づ｝μ〆与広
　　　　　　コ　　　
∫F　6　，ク　γ1タ／o　！／
　　　　　　セ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　　リカ　　　　　　　　　　

　　　　　　『　1　．＿一
　　　　　　　　｛　　　　　’
　　　　　　～　　　　　」

　　　　　　　　　
塚｛3ヵ被勢瓢’楯

　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　　！
　　　　　　　　　　　　　　諺目先荊1ワ所1砺塚望φ該落γ・習！f＿　＿，

　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　璽

　　ρ一もむ

！露　　／＝’

　　　▼
　　r　　阜　　　　　　一

　　　‘

」

儲灘躍磁
’そ4トカよ1

　　　プ
　舅　　　・
　　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

神6レズ素砺二三のz有也

　　　　　　　　　　L

　、　　　T‘

　　　庫萩ホ袈逸の抑f循

　　　　サ　　一　　　1

轟孝ヒ〃フで’乗族拶

主錫7移調皿寵膨　蛇¢　．

＿　　　　　ご』　　，＿　一　　一　＿＿

　　　　　　　　　，
　　一　：

萩重，躍司勿畠壷裾

　　一▼　　　　　＿　　　　　　　1

｝艮老の淘互伊

　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　璽

　　　　　　　　　　　　　
ラ蜘鋤⇒ろま三、復老の戻戻

　　　　　　「

　　　　　　　　　τ

煮季6〃シえ塚三更困yzの∴二

紫看後疾彼三三の三下塾

　　等

　1　　　　　　　　　　　　　　5
9　　　　奮

　　1　τ
＿　　L　　＿　　　　＿．　　＿＿争　｛

　　お　　　　　　　　　セ

．も＿＿1り鰯＿d＿．「　＿、　伽　　　　　＿＿1　＿

　　1　　昏　　　1　一
一　　1→　て’一：　ユ＿　　　　L　’

　　，一　｝　　　一＿　　甲

　　　、　　　1　　　　　　　「

㎝→

「
“

卸

，

一一

～
一

！

t
　
量
P

●

一

輔
，

一

一■

一

暫一

　　　　τつ｛

　　　　　1　　　　　φ　　　　　　　　　　　　・　　　　　　ρ　　　　　　　　∫　＿7＿

　　　　　　　　　　・　　　㌦　　　、
　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　÷一一一
　　　’　1　・　1　　；冷　　　　：
　　　一　　ら　　‘噂　　　　⇔　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　ナー　　　↓『　　　　｝，　　　　　　　　　　一　P

　　　　　【　　　　　　　　1一　　　　　　　　，　　　　重

　　　　L　　’　　　　　　　　　　　｝　＝↑　　炉脚「一　，　　一

　　　　　コ　　　　　　　　　　　リ　　　　

4　　＿．．＿　」＿．にし・＿，。．L∴ト　：

　　　　　　　　　　一：　1、．壷．　㌧＿『

　　　　　’　　　　　　　　　　　　 艦　　　　9　も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

ー∴iL二等三※ニー毛素論：デニ烹忌罎：l
r　　　　　　　　㌃　　　　　　　　　か一　　　土　　　＿　　　　　　　　＿　　　　・岬　　b与　．」　　　　　　　　　’　　　＿＿　　　　‘　　1　　　＿r・1　　　　一　？

　　　　　皇＿　　　一　　　1　　　噂　　　　　　　　　噛　　　，　　　　　’　　　　甲；　　　　　3　　　一＾9
　　　守噂一一●昨肉～　　L　’」＝＝＝Lγ」　　　　　＿　　　＿＿酎一　一ノ←　一一一”　　　　耀噂　　一一一一一　」「・7一剃　｝一一　　　一　　一　r，　　’ヂー　　L　　　　　　　一囎幽一　　 軸　　一　②一　　　　▼　　　｝　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盈網嚢二時アの壌イ覧，㌦　　　：

｝軌▼

鴫

“

一

阜

匂
◎
　
，

「

甲

二
一

・｛

“

「
　
一

　　

@
悼

じ
㎝

二嶋

南
e

－
　

一

｝

‘4

　
　
曜獅鴫

，，7胃［
●

一

　
　
｝

　
　
樋

f
｝
　
↓一

」→ゆ

P
｝
r

←

「
∂
「

，

　　

D
二

㌧∴：一．L二ニー｛

　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　　　　　レ

　　r　　　　＾’

‘　1　　　　　－　　　　1・
　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

「　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

　　　　　可P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一r　一一P＿L温一＿

凋z1寵洛募毯∂）膿イー　1

匝働ミン儂砺

窟搬蓄佑
一　とのぐワナンク’・

　　　屡

　　　　レコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　す

　　　　　　‘　　　　　　　ご＿
　　。　　　　　　＝c

　　　　　‘　一　　　　　　　、　　　　　　　r　　　　旨　　　一　　　　嘲　　　阜　　　　　．｛

　　　　　　　　　　　
　　　　　　＿　　　　1　　　　’一＿．　＿

　　　　　　　　　　「　　㌧　；
　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ
　＿＿　　　　．　　．．．　　．＿　　｝　＿。　　　　　＿＿＿．一一・

　　　．　　　　．＿｝　　　・　　　　＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　　　　し
　　噂　　　　　　　，＿三　1」　　　．＿　　●　一。＿　＝　　　　　．．＿＿
一，

@　　　　　9㌧　　　　　　　　　日

　　　　　　　　　　き1

　｝　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　ム

　　　　　　　　ト、ニニ鼠＿＿＿　．、

　　　　　　　簿　　　　1

　　　　　　く　　．．1：」　1
4　　‘　　　一9　　→

　　　く　　　、”も

　』　㌦一　雪　　「

　　r昏　レ
　　・∵　L
　　‘、．”l！

　㍗　一　　一一＿＿一　　1　　、＾ψ

　｝　一　一　　＿．　1　　一」　」

　　　　　レ　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　F　　　　　　　　，　　、一　旨　　　　　騨，　　　　｝　　　も　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　一　　←一　　　　　　　　　暗｝　　贈一

　　　隔　　　　　　　　　　　　　チ

　　　　　　　　　犀

　　　　　　7　鯵　　　　　　　　　　　4　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　f　　　　　l

　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可



ガジ三謬二；ぞレ

　尋　∵　　　　，
ハ　ジドヘニ　　　　　　　　ハ　　　　　 リリ　　サヘ　　　コ　　の　ア

　　し　　1

噂暴露雲影穿2健5仁擁摩

　ラ～疹r勿づ乍）戒雨一

へ

1
一

∴
…

一

γ
　
扉

　
　
　
　
甑

ク
．
、

」
　
，6β

’

一

4

一
f

．
ル
ヌ

，
多
7

ρ
り塚

諺ゴ號弼㌃翌暁振事の被弓ヤ、幽

　　　　　　　　　　　，　　　｝

　　　　　　　　　　　¢

　　μ身許放　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　P　　　ρ
　ク　　／ク　　　！／　　1」」乙　　／ち　　2＿　　3

　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　ま

　　　　ニ　　　　　　　　　　け　　　　　　　　　　　　　　　セ　　し

　　　　　　　　　　　　噌　　＝T．◎
　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　サ　　　　サ　ロ　　　　　　コ　　コ　ササ　リ　　の　ヰ　コロドサ　

　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　を

　　　　　　　リ　　　ロ：興影　一ン1ぐ饗響蘇黎無記∫戸

，
拷
γ

　　　　　　～

　「
　　　　　　　　f

君季i多〃ラ三巴匂更訂7τの

紫午後亥1改四望の二成’

斗　　＝

E壷；糠蝦麗砺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　タ∵6∵ノ”2∠㌧己疹’、ジー三～　L…』よl

　　　　　　　　　　　l＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　；
　　　　　　　距　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　一一一一　一一　一一　　…：一一

　　　　　　　L　　．．　　　　．　　　　　1　　　　　　．　　　　赴．マ　1　マ　も　　　，■＿ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦　　　、　・一　1　　・一　エ4一も　　　　と．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　｛　　・　　　　・，i　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　一ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　喝　　　　　　　　専ア　　　　　　　一　　　　　　　　　　　r←■　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

嘉　　鹿療一辺齢辮の辮聯鵡川《励雛彰舷4一，　一

　　　　　　》○孜計♪○

一一 @一　　　　　　　　一　一　一・　　　一　　　一　一　　　　　｝

　　　　　　　　　　，　　　　7

ヲ駒タづF『繕振μ汐イミン　一　一　　　・　一　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

グ麗惣がrη・での野馳　！ζ、多●星色タリ｝刃1ちシマづ一・ノク多ズ〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　力箔守軸
　ミ

に　　㌧
　ト　　　　　　　

　［

　1　｝、　’『　一特暫一

1∵一　㌧．一ト

謡嘉譲∴群轍．

デ謬莞丁霊～」つつ・・τの殉戸易 ・タイミが麗1諌計

甲
丁

、こ
　「b　馬L　r●　、

婦勿ズ丁…∵｛「二「二÷㎝じ7τ7

8・　ク　ノ0・〃…／↓・／一　一λ一3　《乞一一丁一一一一一・
　　　　　｛　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　P

　　　　　　・　　　　　　P　　　　7　　つ　　　　　　　 一　“一　　　噂　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

，

　　　　　モ　　　　　　　　　　　ヲ

　　　τ　　∫噌　rを一｛　　 r魯 @一　4　隔
　　　　　噌＿　　　＿1　＿＿　＿　尋　　　＿r　l　＿

　一　　　　　　　　　　已　　一↓　　　　　　　　　　　　一㌧　　　　　山

　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　1　　　　　　　　　　　ム　　　　＿

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用
　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご

｝一一，一 竅@こ　　　　哩r－　　　F－

　　1　　　　一　　一　3　　　　　　　　　　　　，
　ヒ，「

　に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　四

二’作　二」　’
　　　　、　　｝　　　　　　　喝

　1

箆繋属灘謹奏脚

塾

，尋’17”

奮

一つ

t
，
一
！

　
｝

　
｝
一

｝

鐸、慮だ商

，
一
奪
　
瀕
i
」
｝

　
レ
タ
　
　
　
　

…
、
一
驚
㌧
レ
』
；

・
∴
鰯
二
》
一

　
　
　
サ
　
　
　
め

　
．
　
。
…
．
㌦
一
畠

◆
　

．
　
⊥
　
コ
・
．
一
甲
，
　
】

　
響
　
　
↓
　
’

　
”
　
　
｝
　
　
y
t

ヘ
　
　
　
リ
　
　
し
　
サ
う

　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
陶
　
搾
「
∫
・
＝
‘

　
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
鴫
　
一
』
・

　　　　　　　「

・鰯驚蒙瀕獅ギ6麟沓二仏

、　＝・
デ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　　　も　　　　　

レ　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

｝一一一一一一」ネキ織工佑

、　一’　1一　とのマワナング・

一L→○’
　ぜ　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　レへ

一「　　　　　　　＝，　，
一　・一二÷一一一一一　

・一
@一一一一一一一

L　　　　　　　→　　r

一二＿　　　　　　　　曝‘

　　　　　　　，　　　t
∂　一　 魁、 @　一　　　　，一一　→”一“　　　一＿　　一　 e　　　凶ム　　　曾脚

＼→ ，
．
」
○
．

》
κ旧作勢

旅
グ
詔

、レ

`
列
勧

　＿＿．∴：　　　三

　　　　汀㌃　　1

　　　L

l　　’」

　　　　　　　　τ

・ラ♪ぐツタ一両瓢タイミング峯£の

等覚灘への繊1観麻句ヌ｝

　　　　　　，
煽葎疹肇髪：自多脇濫淫のブ訴訟㌧．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　嘘：　，　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・

∫’∫二誓．一　　．二：ごご」τ1．1搭ご：汁州・畦二．1ニー∴…げ土一一1＝

　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　　｛・　1　　　㌶噛　　　；＿∫＿二蒜1＝．一∫一1．」；＿

　　　　　戸　．’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　監
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　等　　　　匡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　　　　　　　事　　　　、　　　　　　　｛5函｝一◎＿

　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　塾
　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凄　、　　　　　　　　　　　」

　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝕　　　　　　6　　r」　　　　　　　1

　　　　　　耳　　　　　　聖　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

　　　　　　　　　　，　　　　　　1
畠鯛 @　　　　　　　　隔　　唱「一㌔レ、　　　　　　　　　鴨　　　　　　　拶「　　　　　今　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　も　1　　　4

　　　　　　　　　　　　5一一「ρ←レ燭　　　　　　嚇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　炉　　　　　　　 ，　　　　一一●－●■唄幽の

る
　
　

　
ゆ
　
ね

r　　　←、　’　　　一囎一　　一一　　レ｝一　　　師一一　　一蜘　｛輌　　＿　一、

　　碕　亀　，1　叫　l　　　　　l　　　　　ら　　　　　）
　　　　一　　4　　　　　　　　　　　r　　　　　l　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　　　　　　　　f　　　　　　乙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　9　、　，　　　垂　　　　　　　含　　　　　　　，　＿　9　　　「　　ゆ↓
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め

4　　ヤ　一4‘　　騨一一り　　　一　　、一一一＝・一一ψのノ♂一一｛硫

　砧　　1㍗；＿　　、一　　　　，コ

　　4　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず

φ・　　●一ワ　　一ρ↓　．＿一幽”．辱配　 一嚇璽　一●＿噌肉刈陶」

　　　　　：”

　　　　　ユ
　　　　　｝：＿

．’　：一季　　．；『

　ド　、二4　噂
　・一一一乙

　　一曽¶’　　一　 ●冒一㍉－P　4岡冒げ　　一喝　　　岬　 縄

　　・〒一　1　　齢一

　　　　ξ
　　　一㍉φ　レ

　　　　　ゆ　　◆　1　　　。

　　　　ニ
ワ　　　ち　　　　　　　　　　　　

一一喧 @ド：一尋
→　　一P　，砂

1　　ニ

コ　 I　ヤ　　　しり　　ォ　ぬコし　ヘワ

1∴1

ヤ　　　　　　　　　　　　甘　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　　ρ　　　　　　　　　戸噌　　r

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　一ゐ聖　＿＿

　　　　　　噸　L『2

【　　　　　　　　　　　　　　　　り

ト　　　魯

▼95　　　「　　　　　　▼　　　●

㌣　　一　　弘却　◎

噌1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

し

　
一
　
　
一

’
㌧
こ
，
し
と
一

～
・
二

〕
　
　
一
　
　

㌔
　
　
サ

つ
　
　
　
　
　
　
ト

　
れ

　
一
　
㎜

　
曲

φ
　
　
　
　
　
？

｛
　
・

ψ

一

尊

一
，

了
｛勉

　
コ

作
・
　
る
」
｛

諦
「
－
，
馬

　
　
り

一
覧

，

噂

｝

一

」
一

輪
㌃

←

，


